
項 ⽬ 内 容

名称 コンズランゴ [英]Condurango、Eagle-Vine [学名]Marsdenia condurango、

Marsdenia reichenbachii、Gonolobus condurango

概要 コンズランゴは、南⽶アンデス⼭脈の北部⻄側原産のキョウチクトウ科またはガガ

イモ科のつる性植物。主に樹⽪が消化不良や⾷欲不振に対する作⽤を期待して利⽤

される。

法規・制度 ■⾷薬区分

・樹⽪︓「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⽇本薬局⽅

・コンズランゴが収載されている。

■⾷品添加物

・天然⾹料基原物質リスト

コンズランゴが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・コンズランギン (condurangin) (33) (102) 、コンズランゴゲニン

(condurangogenin) (102) 、コーヒー酸、フラボノイド類 (101) などを含む。

分析法 -



有効性

ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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